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D川形自動交換機の新通話路系装置
Innovation of the Speech Path Equipment of DlO

Electronic Switching SYStem

DlO形自動交換機は,昭和46年に日本電信電話公社名古屋広′ト路局などに納入さ

れて以来,現在までに300ユニットを超える稼動実績をもっている｡一方,その後の

新しい技術をDlO形自動交換機に適用するための検討が,昭和48年から進められて

きた｡この論文で取りあげた新通話路系装置もその一環である｡

この論二丈は,小形クロスバスイッチに代わる多]妾点封止形スイッチ,電磁部品搭

載用の鉄板コア印刷配線板,裏面布線周バックボード,電流切換走査方式などの新

技術を採用した新通話路系装置の概要について述べる｡これらの回路方式技術及び

部品実装技術は,今後の空間分割形電子交換機での基幹技術となるものである｡

l】 緒 言

電子交換機の導入拡大に並行して,DlO形自動交換機の改

良検討1)が進められてきた｡

中央処理装置の高速化2)に続いて,通話路系装置でも,より

いっそうの小形化,軽量化を図るため,部品,実装,装置構

成などについて新技術を導入し,新通話路装置の実用化を行

なった｡この装置の特長は,次に述べるとおりである｡

(1)新しく開発したSMM(Sealed Multicontact Matrix:

多接点封止)スイ､ソナ3)を現用クロスバスイッチの代わりに採

用し,大幅に装置の小形化,軽量化及び低電力化を図った｡

(2)SMMスイッチ及びトランクパ､ソケージでは,新しく開

発した鉄板コア印刷配線板3)に部品を搭載し,従来のラッピン

グ配線に代わって印刷配線法を才采り入れて配線工数の大幅低

減化と′J､形化を図った｡

(3)新しい動作原理に基づく走査方式を採用し,加入者ごと
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のリレーを削除して,装置の小形化を図った｡

(4)新通話路系装置は,現用プログラムを変更することなく

導入することができ,既設‾交換局に対しても増設が可能なよ

うに配慮されている｡

日 DlO形自動交換機用新通話路系装置の概要

2.1方式構成

新通話路系装置の方式構成を図1に示す｡装置の構成は,

基本的には従来のDlO形用のものと同一である｡

ただし,高速中央処理系装置2)は,従来の2倍量の通話路系

装置を制御できるため,走査装置からのバス線長制限が問題

となる可能性かあり,その対策として走査装置駆動回路を廃

止し,直流バス結合による方式を採用したことが変更した点

である｡
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図l新通話路系装置の方式構成図 sRD-LSCN/′TSCN(信号受信朋已部一加入者線走査装置/トランク

走査装置)が,直流バス結合となった以外は,従来のD10形自動交換機のそれと同一の構成である｡

略 語 名 称

SUB 電話機

LLN ラインリンクネットワーク

TLN トランクリンクネットワーク

TRK トランク

LSCN 加入者線走査装置

TSCN トランク走査装置

SCNバス SCNバス回路

LSC LLN用通話路駆動装置

TSC TLN用通話路駆動装置

RC 継電器駆動装置

SD 信号分配装置

SRD 信号受信分配部

MSD 通話路保守用信号分配部

MSCN 通話路保守用走査部

CC 中央制御装置
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図2 ネットワーク構成とSMMスイッチモジュールとの対応

交換機のそれと同一である｡

2.2 スイッチ架

スイッチフレームの構成は,既存DlO形自動交換機局への

増設性及びソフトウェアの継承性を保つために従来と全く同

一である｡スイッチには,従来の小形クロスバスイッチの代

わりに新しく開発したSMMスイッチを採用した｡このSMM

スイッチ16個を,鉄板コア印刷配線板に搭載(小形クロスバス

イッチ2個分に相当)したものをスイッチパッケージと呼ギ｡スイ

ッチパッケージ8枚とスイッチパッケージ間を接続する印刷

配線基板(一種のバックボード)とたより,スイッチモジュール

が構成される｡スイッチ架は,最大32個のスイッチモジュー

ルの搭載が可能である｡

注:略語説明

H-LLF(H-ラインリ,ンク架).

J-LLF(J-ラインリンク架)

C一丁LF(0-トランクリンク架)

TRKF(トランク架)

A-LSM(A-ラインスイッチモジュール)

B-LSM(B一ラインスイッチモジュー叫

A【TSM(A-トランクスイッチモジま-ル)

A-LSP(A一ラインスイッチパッケージ)

B-LSPくB-ラインスイIyチパッケージ)

A⊥TSP(A-トランクスイッチバッケー少〉

SMM(多接点封止スイッチ)

XP(クロスボイント)

PSR(パスセレクションリレー)

88(カットオフ)

ネットワーク構成は,従来のD10形

図2にネ､ソトワーク構成とスイッチモジュールの対応を示

す｡従来のスイッチ架は,奥行の大きい通話路装置専用の13

号電磁架を用いていたが,SMMスイッチの採用により,奥

行が-をの電子架に実装することができ,架列の統一とともに

局舎のJ禾面積を約30%縮小することができた｡更に,ネット

ワークの最小構成単位及び増設単位を,従来の÷とし,250

アーランから構成可能とした｡

スイ､ソチ架の一つであるラインリンク架には,加入者回路

及び加入者回路用の走査装置が搭載されている｡加入者の発

呼を検出するため,従来は各加入者線ごとにラインリレーを

設け,このリレーの接点をマトリックスを用いた走査装置に
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図3 電5充･切換形走査【司路方式の動作原理国 電話棟のオフフック時には,電話機の直流ループ回路

を介して点線のように電流が流れる｡この状態で駆動部のX.Yトランジスタが動作すると,一点鎖線に示すよう

に電流が切り換わり出力が出る｡オンフック時には一点鎖線に示すような電流は;売れない｡
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接続していた｡このラインリレーを全廃するため,図3に示

すような電妻売切換形走査方式を開発し,採用した｡ラインリ

レーの廃止に伴い,電子部品が直接加入者回路に弓妾続される

ため,雷などの高いサージ電圧による部品破壊がないことな

どの確認実験を実回線を用いて行なった｡

この走査装置の馬区動は,従来は,通話路制御装置に搭載さ

れている-48V電青原による高電力の走査装置駆動回路により

行なわれていた｡したがって,架間にわたって高電力,かつ高

速駆動していたが,直流バス結合によるSCN(走査装置)バ

ス方式を用いた論理レベルによる駆動回路方式を採用するこ

とにより,特殊部品の削除,回路の簡略化及び部品点数の低

i成を区lった｡

2.3 トランク架

従来のトランク架は13号電磁架を使用していたが,トラン

クパッケージを鉄板コア印刷配線板に実装したことにより,

スイッチ架と同様に奥行が従来の÷である電子架に実装する

ことができた｡これらの結果,従来の奥行の深い電j滋架は不

要となり,スイッチ架と同じ電子架に統一することができた｡

トランクパッケージ相互間のサーフェース布線は,従来ラッ

ピング工法によっていたが,バックワイヤリングボード化(印刷

配線基板による接続方法)により,配線工数の低減を図った｡

また,TSCN(トランク走査装置)も,スイッチ架と同様の

原理による走査方式を採用し,S CNバス方式もスイッチ架

と合わせた｡

次に,搭載されるトランクパッケージの改良点について述

べる｡DlO形自動交換機のトランクのうち,約10%のトラン

クで使用されているリレーは動作頻度が極めて高く,電子交

換機の目標寿命20年間に1～数回の取替えを必要とする｡新

通話路盤置としては,20年間での取替回数を2回以下にする

ように,回路方式及び部品の選定を行なった｡その一つであ

るDPOST(DP出センダトランク)のパルス送出用リレーにつ

いては,今回水銀リレーを採用し長寿命化を図った｡DPORT

(DP発信レジスタトランク),MFMIX(MFミクサ)について

SMMスイッチ

パルストランス

も◆ち

鉄板コア印刷配線板

水銀リレー

小形リレー

抵抗

図4 鉄板コア印刷配線板に実装されたトランク 鉄板コア印刷配

線板にSMMスイッチ,小形リレー.水銀リレーなどの電磁部品が搭載され,コ

ンパクトな構成となっている｡
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は信号の受信,送出回路に電子回路を用いることとした｡従

来の小形リレーを使っていたPS R(パス選択リレー)には電

流保持形のSMM■スイッチを採用したが動作回数が非常に多

いMFOST(MF出センダトランク)及びBTT(話中音トラン

ク)では,PSR(通話路選択リレー)を小形鉄板に実装し,更

にその小形鉄板をトランクパッケージに搭載することにより,

寿命に対する交換の答易化を図った｡FCGT(Falso Cross

&Ground Test:混線地気試験トランク)トランクでは,

FCGT時のAB線レバース機能をRBT(呼出普トランク)側

に移して動作回数を減らした｡

また,従来電気的特性上小形リレーが採用できず,ワイヤ

スプリングリレーを使用していたRGT(呼出信号トランク)

のリングトリップ回路に,抵抗ブリッジと電子回路の組合せ

による回路を用い,ワイヤスプリングリレーを不要とした｡

図4に,鉄板コア印刷板を用いたトランクパッケージを示す｡

2.4 通話路制御装置

通話路制御装置は,既設DlO形用自動交換局への増設性と

ソフトウェアの継一承性を保つため,中央処理装置とのインタ

フェースを従来と同じとし,従来の中央処理装置あるいは高速

中央処理装置いずれでも使用できるよう考慮されている｡中央

処理装置の高速化に伴い,ネームコード数を増やすなどの変更

を行ない,1CC(中央制御装置)当たり最大四つの通話路制

御装置が寺妾続できるようにした｡その結果,走査装置(LSCN

及びTSCN:加入者線走査装置及びトランク走査装置)からの

アンサバスが線長制限の規格を超える可能性が出てきたため,

アンサバスについては直i充バス結合によるS CNバスを用い

て通話路制御装置を中継して中央処理装置に接続する方式と

した｡

次に,スイッチ駆動方式について述べる｡′ト形クロスバス

イッチは定電圧駆動方式であったが,SMMスイッチはマト

リックスニ状に配置されたⅩ-Yコイルに定電流パルスを流し,

Ⅹ-Yコイルの電i充一致箇所の通話路スイッチが開成するよう

な駆動方式(和動選択駆動方式)を採っており,動作原理的に

駆動電流の偏差を小さく抑える必要がある｡今回,電源電圧

及び駆動線長の偏差を十分考慮した高精度の定電流パルサを

開発した｡この走電流パルサは,高精度,小形でかつ消費電

力を極力少なくするため,直列制御形とスイッチングレギュ

レータ形を組み合わせた回路方式を採用している｡図5に定

電i充パルサの構成を示す｡SMMスイッチを安定に動作させ

るため,負荷例のインダクタンス及び浮遊容量の影響を考慮

して位相補償回路を設けたり,駆動電流の立上り時のオーバ

シュートを制御するための立上り制御回路や,定電i充パルサ

の障害などによりSMMスイッチに過大電i充が専売れることを

防止するための過電流検出回路などを設けることにより信頼

性を高めている｡

このSMMスイッチを駆動する走電流パルサは,従来の小

形クロスバスイッチの走電圧駆動回路に比べて価格,実装ス

ペース共に大きくなる｡そこで,クロスバスイッチに比べて

SMMスイッチの動作時間が速いことを利用し,従来ネット

ワークの一～四次各段ごとにあった駆動回路を一次,二次又

は三次,四次ごとに共用して各段のスイッチを時分割的に制

御する方法を用いて小形化を図った｡図6に通話路駆動回路

の構成を示す｡

その他の改良点として,予備装置への切換リレー(小形リ

レー)をEC▼B形パッケージに実装することにより,切換リ

レー障害時の取替を容易にして保守性を向上させたほか,

LVSW(レベルスイッチ)にトライアックを使用したり,各種
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図6 SC(通話路駆動固定各)の構成図 SRDから送られてくるデータをSCR(通話路駆動装置レジスタ)

で受信蓄積Lた後,DEC(デコーダ部)でデータを展開し.PSRDV(通話路選択リレー駆動回路部)からPSR(通話

路選択リレー)を各区動する｡PSRの動作を確認した後,×パルサ及びYパルサによりSMMスイッチを駆動する｡

照合回路,タイミング作成回路にROM(Read Only Memory)

を採用したことなどが挙げられる｡

なお,従来の通話路制御装置は,フアンによる強制空冷方式

を採用していたが,新通話路系装置では,フアンを全廃した｡

8 結 言

以上,新通話路系装置の概要について紹介した｡この装置

は,昭和54年6月に日本電信電話公社浜松向宿局へ納入され,

現在工事試験中である｡

DlO形自動交換機用高速中央処理系装置及び新通話路系装

置は,昭和55年度から本格的に導入される予定である｡

終わ-)に,この装置の開発に当たり御指う尊をいただし､た｢1本
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図5 定電流パルサ回路の構

成図 スイッチングレギュレー

タと定電流制御回路とを組み合わ

せることにより.効率,精度共に

高い定電流駆動を行なっている｡

略 語 名 称

SRD 信号受信分配部

SCR 通話路駆動装置レジスタ部

DEC デコーダ部

SWDV スイッチ駆動回路部

LVSW レベルスイッチ部

×PUL Xバルサ

YPUL Yバルサ

SWMTX スイッチマトリックス(SMMスイッチ)

PSRMTX 通話路選択用マトリックス

PSRDV 通話路選択リレー駆動回路部

電信電話公社の関係各位並びに共同研究に当たられた日本電

気株式会社,沖電気工業株式会社及び富士通株式会社の関係

各位に対し感謝の意を表わす次第である｡
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